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抄録 
  歯周病治療の主たる目的は、疾患の原因である歯周ポケット内のバイオフィル
ムを除去し、縁上バイオフィルムのコントロールにより再感染を防ぐことにある。９０
年代に入ると歯周治療の目的が、この感染の除去に加え、失われた歯周組織の再
生や失われた天然歯の代用としてインプラントの応用へとパラダムシフトが起った。 
 重度の歯周疾患では、残存する支持組織ならびに歯列を維持するためにいわゆ
る歯周補綴が行われる。歯周炎は時に多数の天然歯の抜歯が避けられない状態
にまで進行してしまうことがあり、このようなケースでは天然歯の代わりにインプラ
ントが歯周補綴の支台として利用可能と考えられる（歯周インプラント補綴：Perio-
Implant-Prosthesis）。しかし、重度歯周病患者では、歯槽骨の喪失によりインプラン

トの埋入自体困難な場合が多く、さらに、口腔内細菌叢の問題（インプラント周囲病
変のリスク）が存在する。 
 歯周病患者のマネージメントにおける基本的な考え方として、厳密な感染除去と
歯周組織再生法等の応用で著しく歯周支持組織が喪失した天然歯でも保存するの
か？あるいは積極的に抜歯してインプラントを応用するのか？重度歯周病患者の
長期症例を呈示しながら文献的考察を加え私見を述べたい。 

連絡先：第57回モデレーター  小山重人、菅野太郎（インプラント外来） 
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